
　2017年10月号 24

☎0745-82-8000（代）

市役所の開庁時間
午前 8時 30分～
　　　午後 5時 15分
（土・日曜日、祝日、
　　　　年末年始は閉庁）

こんなとき 被保険者種別 届出先
・配偶者である第２号被保険者が会社を退職したとき
・配偶者である第２号被保険者の扶養から外れたとき
・配偶者である第２号被保険者と離婚したとき
・配偶者である第２号被保険者が 65 歳になったとき

第 3 号→第１号 住所地の
市区町村

・本人（第 3 号被保険者）が就職して厚生年金や共済組
合に加入したとき 第３号→第２号 勤務先

・配偶者である第２号被保険者の加入する被用者年金制
度が変わったとき（例えば厚生年金から共済組合）

　　　※種別は変わりませんが届出は必要です
第３号→第３号 第２号被保険

者の勤務先

・本人の住所が変わったとき 第 2 号被保険
者の勤務先

※�

改
良
住
宅
の
場
合
、
団
地
の
住
所

地
域
に
住
所
が
あ
る
こ
と
。

○
同
居
親
族
が
い
る
人
。
婚
約
中
で

入
居
指
定
日
ま
で
に
婚
姻
で
き
る

人
、
事
実
上
婚
姻
（
内
縁
）
関
係
に

あ
る
人
（
住
民
票
に
よ
り
確
認
で
き

る
人
）。

○
世
帯
全
員
の
基
準
月
収
額
が

15
万
８
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
裁
量
世
帯
に
該
当
す
る

人
は
21
万
４
千
円
以
下
の
こ
と
。

※
基
準
月
収
額
と
は
「
年
間
総
収
入

額
」
か
ら
「
年
間
所
得
金
額
」
を

計
算
し
、「
世
帯
の
年
間
所
得
金
額
」

を
求
め
、「
世
帯
の
控
除
合
計
額
」

の
差
引
額
を
12
か
月
で
割
戻
し
た

額
で
す
。

○
市
税
そ
の
他
市
に
対
す
る
納
入
金

の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

○
申
込
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力

団
の
構
成
員
で
な
い
こ
と
。

※
入
居
資
格
審
査
会
で
入
居
申
込
者

の
実
態
調
査
と
資
格
審
査
を
行
い
、

資
格
の
有
無
を
審
査
し
ま
す
。

※
単
身
入
居
、
裁
量
世
帯
な
ど
、
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
市
営
住
宅
は
建
築
年
数
も
経
過
し
、

壁
等
に
傷
や
汚
れ
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
修
繕
で
き
か
ね
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

問
公
営
住
宅
課

（
☎
82
・
５
６
４
２
／
IP
☎
88
・
９
０
９
６
）

■ 高 倉 中 団 地 3 号 ( 公 営 住 宅 )
団 地 の 住 所 榛原檜牧 2143-1
構 造 / 建 設 年 度 簡易耐火構造 2 階建 / 昭和 49 年
間 取 り / 面 積 2DK/49.60㎡
家 賃 10,000 円～ ( 収入に応じて算出 )

■ 大 野 東 団 地 2 0 7 号 ( 公 営 住 宅 )
団 地 の 住 所 室生大野 1582
構 造 / 建 設 年 度 簡易耐火構造 2 階建 / 平成３年
間 取 り / 面 積 3DK/72.85㎡ ( 家族世帯向け )
家 賃 17,200 円～ ( 収入に応じて算出 )

■ 西 谷 改 良 団 地 1 0 号 ( 改 良 住 宅 )
団 地 の 住 所 室生西谷 139-1
構 造 / 建 設 年 度 木造 2 階建 / 平成 9 年
間 取 り / 面 積 4DK/84.22㎡
家 賃 10,500 円～ ( 収入に応じて割増 )
共 益 費 2,400円(年度毎に変動する場合あり)

※それぞれ家賃の３か月分の敷金が必要です。

■募集物件一覧

く
ら
し
・
環
境

L
if
e
&
E
n
v
ir
o
n
m
e
n
t

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者

の
届
出
に
つ
い
て

　

第
２
号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金
保

険
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

方
）
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
配
偶
者
は
、
第
３
号
被

保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
は
、
第
２
号
被
保
険

者
の
勤
務
先
を
経
由
し
て
行
い
ま
す

が
、
第
３
号
被
保
険
者
に
該
当
し
た

と
き
の
届
出
以
外
に
、
第
２
号
被
保

険
者
が
転
職
や
退
職
し
た
と
き
、
住

所
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
に
も
届
出

が
必
要
で
す
。

問
保
険
年
金
課

（
☎
82
・
３
６
７
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
６
）

問
日
本
年
金
機
構
桜
井
年
金
事
務
所

（
☎
０
７
４
４
・
42
・
０
０
３
３
）

市
営
住
宅
空
き
家
入
居
者
随

時
募
集
中

　

市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
を

図
る
た
め
、定
期
募
集
で
応
募
が
な
か
っ

た
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
10
月
２
日
（
月
）
～

平
成
30
年
3
月
30
日
（
金
）

※
入
居
決
ま
り
次
第
、
募
集
を
終
了

※
受
付
期
間
は
月
単
位
で
、
同
月
内

に
複
数
の
申
込
が
あ
っ
た
場
合
、
抽

選
と
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
】
申
込
書
に
よ
り
問
へ

（
郵
送
不
可
）※
１
世
帯
１
戸
の
み
。

【
必
要
書
類
】
入
居
申
込
書
、
誓
約

書
、
市
税
完
納
証
明
書
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
な
ど

【
申
込
資
格
】

○
申
し
込
み
時
点
で
市
内
に
住
所
が

あ
る
人
、
ま
た
は
市
内
に
勤
務
し

て
お
り
、
住
む
と
こ
ろ
に
困
っ
て

い
る
人
（
持
ち
家
が
あ
る
人
は
原

則
的
に
不
可
）。



特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

み
ん
な
で
子
育
て

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

お
知
ら
せ

　2017年10月号25

く
ら
し
・
環
境

農耕用小型特殊自動車には、ナンバー登録が
必要です

　乗用装置のあるトラクター、コンバインなどは緑色のナンバープレート
の取り付けが必要です。市役所で軽自動車税申告のうえナンバープレート
交付の手続きをお願いします。

Ｑ．田んぼや畑でしか使わないのに、なぜナンバー登録が必要なの？
Ａ．農耕用小型特殊自動車で乗用可能なものは小型特殊自動車に区分され、

車両が道路を走るかとは無関係に、車両を所有していることにより申告
義務が発生し、軽自動車税がかかります。

Ｑ．農耕用小型特殊自動車とはどんな車両？
Ａ．乗用装置のある農耕用のトラクター、
　薬剤散布車、コンバイン、田植え機など

Ｑ．ナンバープレート交付に必要なものは？
Ａ．①所有者および使用者の印鑑
　   ②車種、車名（メーカー名）、車台番号のわかる
　　販売証明書。販売証明書がない場合は車種、車名（メーカー名）、
　　車台番号をメモ書きしてお持ちください。

Ｑ．ナンバープレート交付にいくらかかりますか？　Ａ．交付は無料です

Ｑ．農耕用小型特殊自動車の税額はいくらですか？
Ａ．年間 1,600 円です。毎年 4 月 1 日現在の所有者に課税されます。

Ｑ．手続きはどこでするの？　Ａ．税務課もしくは各地域事務所で

○
大
宇
陀
地
域　
平
尾
、五
津
、岩
清
水
、調
子
、塚
脇
、

藤
井
、
守
道
、
小
和
田
、
田
原
、
東
平
尾
、
大
熊

○
菟
田
野
地
域　
別
所
、
平
井
、
見
田
、
大
澤
、
松
井
、

稲
戸
、
駒
帰
、
佐
倉
、
宇
賀
志
、
東
郷
、
下
芳
野

○
榛
原
地
域　
萩
原
（
新
駅
前
、
駅
前
、
口
田
辺
、

奥
田
辺
、
鳥
見
町
、
富
士
見
ケ
丘
）、
下
井
足
、
篠
楽
、

栗
谷
、
比
布
、
内
牧
、
八
滝
、
高
井
、
角
柄
、
柳

○
室
生
地
域　
三
本
松
、
西
谷
、
下
田
口
、
瀧
谷
、

無
山

【
費
用
】
無
料

【
10
月
の
対
象
地
域
（
各
地
域
の
一
部
）】

問
水
道
局
（
☎
82
・
２
１
８
５
／
IP
☎
88
・
９
０
6
７
）

問税務課（☎ 82・1306 ／ IP ☎ 88・9072）

野焼きは法律で禁止されています！
野焼きとは？
○廃棄物（ゴミ）を地面に穴を掘って焼いたり、ドラム缶

やブロックなどで囲って焼く行為です。
○ほとんどの家庭用小型焼却炉は、最新の構造基準を満た

しておらず、これを使って焼却しても法律違反！
○違反した場合は、5 年以下の懲役または 1,000 万円以

下の罰金若しくはその両方が科せられます。

ただし、公益上や社会の慣習上やむを得ないもの、周辺に
与える影響がわずかなものは、例外的に認められています。

・焚き火、落葉たき、キャンプファイヤーなど
・稲わら、田や畑の法面の草、伐採した草木等の焼却など
・どんど焼きなどの慣習上、宗教上の行事によるもの
・国、地方公共団体などにより公的な理由で行うもの

　なお、例外規定でも、周辺住民に著しく迷惑をかけてい
るようであれば、自重していただくよう指導しています。
ゴミは、ルールを守り適切に処理しましょう。

問環境対策課
（☎ 82・2202
／ IP ☎ 88・9078）

火災には十分注意しましょう！！
　市内では、野焼きの例外として認められている稲わら、
田や畑の刈草の焼却中に燃え広がる火災が多発していま
す。気象状況に注意し、風の強い日や、空気の乾燥した日
には焼却行為は止めましょう。
　また、消火用具を準備し、完全に火が消えるまで現場を
離れないよう火の管理を徹底しましょう。
　問危機管理課（☎ 82・1304 ／ IP ☎ 88・9070）

宇陀消防署へ事前に届出を！！
　野焼き禁止の例外として認められた行為や、煙の出る
薬剤を使用した害虫駆除行為、その他、火災とまぎらわ
しい煙や火炎を発するおそれのある行為を行う場合は、
事前に届出が必要です！
　問宇陀消防署（☎ 82・3199）
　 　北分署（☎ 92・3199）　南分署（☎ 83・3199）

「火入れ」の場合は許可申請が必要！！
　造林のための地ごしらえや、害虫駆除など農林業のた
め、山林や周辺 1km 以内で、土地の利用上その上にあ
る立木竹、草などを焼却する行為「火入れ」を行う場合は、
開始する 10 日前までに「火入許可申請書」により許可
を得ることが必要です！

　問農林課（☎ 82・3679 ／ IP ☎ 88・9090）

水
道
メ
ー
タ
ー
取
替
え
の
お
知
ら
せ

　

検
定
有
効
期
限
を
迎
え
る
メ
ー
タ
ー
の
取

替
え
を
し
ま
す
。
屋
外
作
業
で
す
の
で
、
お

留
守
で
も
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
取
替
え
終
了
時
に
は
、
お
知
ら
せ

の
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

　

な
お
、
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
周
囲

に
物
を
置
か
な
い
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
実
施
期
間
】
10
月
16
日
～
31
日
（
予
定
）

【
施
工
業
者
】
市
上
下
水
道
協
同
組
合



　2017年10月号 26

【
日
時
】
10
月
21
日
（
土
）・22
日
（
日
）

　
観
覧　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
即
売
会　

22
日
（
午
後
２
時
～
）

■
品
評
会
出
品
物
募
集
！

　

宇
陀
の
地
で
採
れ
た
自
慢
の
農
林

産
物
を
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ふ
る
っ
て
ご
出
品
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
】
氏
名
と
品
目
名
を
添

え
て
10
月
20
日
（
金
）
午
前
10

時
ま
で
に
、
市
役
所
・
各
地
域
事

務
所
・
奈
良
県
農
協�

（
支
店
ま
た

区　分 規　格
摘　　　　要

種　類　例 例　　　外

穀　類 ２合
（0.36L）玄米、大豆、小豆等

根菜類 ５本 ごぼう、にんじん、小かぶ、
たまねぎ等

長大根、丸大根、大カブラ、ゆ
り根、しょうが等は３本

いも類 ５個 さつまいも、じゃがいも、さ
といも等

ジネンジョ、長いも、こんにゃ
くいも等は３個

葉菜類 ３束 ほうれん草、小松菜、ねぎ等
（１束　200g）

白菜、きゃべつは３個
水菜等は３株

果菜類 ５個 トマト、なす、きゅうり等 ナンキン等大きなものは３個
ミニトマト等小さなものは 10 個

果実類 ５個 柿、みかん、いちじく等 栗、スダチ等小さなものは 10 個

鶏　卵 ５個 うずら卵は 10 個

花き類 ５本 ダリア、ゆり、菊等の切り花 鉢花は２鉢、花壇苗は５ポット

きのこ
類 １袋 乾燥物　100g 程度の袋

生　物　300 ｇ程度のパック 原木１本、菌床１個

苗木類 ３本 植木苗、杉、桧苗等 杉、桧等２年生程度のもの、
植木苗は２株

その他 適宜 珍品、希少品、ジャンボ等

加工品 展示のみ、審査は行いません（JAS 法や食品衛生法などの法令に基づく
加工食品表示が必要）

は
経
済
セ
ン
タ
ー
）・
農
産
物
直

売
所
、
ま
た
は
同
日
の
午
前
11
時

ま
で
に
会
場
（
総
合
体
育
館
）
ま

で
直
接
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
出
品
物
は
返
還
し
ま
せ
ん
。

【
表
彰
】
審
査
の
結
果
、
優
秀
な
出

品
物
に
つ
い
て
表
彰
。
表
彰
式
は

後
日
市
役
所
に
て
行
い
ま
す
。

※
副
賞
は
ウ
ッ
ピ
ー
商
品
券（
予
定
）

出
品
者
全
員
に
参
加
賞
贈
呈
。

問
農
林
課

（
☎
82
・
３
６
７
９
／
☎
88
・
９
０
９
0
）

う
だ
産
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
7
と
同
時
開
催

　
　
第
11
回
宇
陀
市
農
林
産
物
品
評
会
＆
即
売
会

【就学時健康診断の日程と会場】
実施日 実施場所 受付時間 就学予定校

10 月 16 日 ( 月） 榛原小学校

午後 1 時 45 分～

榛原小学校

10 月 19 日 ( 木 ) 大宇陀小学校 大宇陀小学校

10 月 25 日 ( 水 ) 榛原西小学校 榛原西小学校

10 月 31 日 ( 火 ) 菟田野小学校 菟田野小学校

11 月 1 日 ( 水 ) 室生小学校 室生小学校

11 月 9 日 ( 木 ) 榛原東小学校 榛原東小学校

印
刷
、
図
書
、
事
務
用
品
、
家
具
、
遊

具
用
品
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、
教
材
、
日

用
品
、
衣
料
品
、
医
薬
品
、
広
告
、
装

飾
品
、
電
気
・
通
信
機
器
、
精
密
機
器
、

機
械
器
具
、
輸
送
機
器
、
燃
料
、
農
水

産
物
、
消
防
防
災
用
品
、
賃
貸
業
務
、

役
務
の
提
供
、
小
規
模
な
修
繕
（
市
内

業
者
に
限
る
）
な
ど　

　

学
校
で
の
集
団
生
活
に
備
え
る
こ

と
を
目
的
に
、「
学
校
保
健
安
全
法
」

「
同
法
施
行
規
則
」
に
基
づ
い
て
、

内
科
、
歯
科
な
ど
の
健
康
診
断
を
行

い
、
そ
こ
で
疾
病
が
見
つ
か
っ
た
場

合
に
は
予
め
治
療
な
ど
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

な
お
、
対
象
と
な
る
ご
家
庭
に
は

9
月
中
旬
に
お
知
ら
せ
（
封
書
）
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、
転
入
な
ど

で
届
か
な
か
っ
た
場
合
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
教
育
総
務
課　

（
☎
82
・
３
９
７
３
／
IP
☎
88
・
９
2
５
９

／
Ｆ
Ａ
Ｘ　
82
・
３
９
０
０
）

就
学
時
健
康
診
断
を
行
い
ま
す

　

平
成
30
年
4
月
に
小
学
校
へ
入

学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
健

康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
診
断
は
、
お
子
さ
ん
が
安
心

し
て
学
校
生
活
を
始
め
ら
れ
る
た

め
に
行
う
大
切
な
健
康
診
断
で
す
。

市
戦
没
者
並
び
に
消
防
殉
職

者
追
悼
式
を
挙
行

　
市
の
戦
没
者
並
び
に
消
防
殉
職
者

に
対
し
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
遺
家
族

の
ご
労
苦
を
ね
ぎ
ら
う
こ
と
を
目
的

に
挙
行
し
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
13
日
（
金
）

　

午
後
1
時
30
分
～

【
場
所
】
総
合
体
育
館

遺
家
族
以
外
の
方
も
、
ど
う
ぞ
ご
参

列
く
だ
さ
い
。

献
花
は
市
で
準
備
し
て
い
ま
す
。

※
追
悼
式
終
了
後
に
、
遺
族
会
主
催

の
「
戦
没
者
遺
家
族
の
集
い
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

問
厚
生
保
護
課

（
☎
82
・
２
２
２
１
／
IP
☎
88
・
９
0
７
９
）

平
成
30
・
31
年
度
競
争
入
札
参

加
資
格
申
請
を
受
付
し
ま
す

　
市
で
は
、
物
品
関
係
な
ど
の
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
書
（
指
名
願
）

の
受
付
を
行
い
ま
す
。

（
市
内
・
市
外
業
者
、
と
も
に
郵
送
に

よ
る
受
付
の
み
）

※
建
設
工
事
関
係
の
登
録
は
、
平
成

30
年
２
月
頃
受
付
予
定
。

【
受
付
対
象
業
者
】

　

次
の
物
品
を
取
り
扱
う
納
入
業
者

（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の
食
材
納

入
業
者
は
除
く
）

【
受
付
期
間
】
11
月
1
日
（
水
）
～

　

30
日
（
木
）

【
提
出
書
類
】
関
係
書
類
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の

こ
と
。（
10
月
13
日
以
降
）

【
提
出
先
・
問
合
せ
】

〒
６
３
３
・
０
２
９
２

　

榛
原
下
井
足
17
番
地
の
３

問
管
財
課

（
☎
82
・
３
６
３
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
４
）



特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

み
ん
な
で
子
育
て

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

産
業
・
ま
ち
づ
く
り
他

お
知
ら
せ
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中央図書館（奈良カエデの郷ひらら内）
　 　 　 　 ☎ 82 － 4749・IP 88 － 9110
　　　　　開館時間：9:30～17:00
　大宇陀図書館　☎ 83 － 0977( 代）
　　　　　開館時間：9:00 ～ 17:00

10月の休館日  3・9・10・17・24・31

（宇陀市立大宇陀図書館）
★おはなし会（約 60分）
   10 月21 日（土）10：30～　場所：和室（2F）
★映画会（約30 分）『さるかに合戦』
　10 月28 日（土）10：30 ～　　　　場所：研修室（１F）

　中央図書館は奈良カエデの郷ひららへ移転
9 月 2０日より、菟田野のカエデの郷ひららに一時移
転し、開館しています。また、中央図書館玄関前の
返却ポストも、宇陀市役所駐輪場前に一時移転して
います。榛原での予約本の受取を希望される場合は、
市役所の生涯学習課でも、受け取っていただけけま
す。詳細は、お問い合わせください。

※玩槭文庫は従来どおり

　開館日：土・日のみ　9:00 ～ 16:00
　奈良カエデの郷ひらら 内　☎ 84 － 2888（代）

至 大宇陀

奈良カエデの郷
ひらら

宇太水分
神社

至 榛原

166

木造校舎の１階が
臨時中央図書館です

■
入
門
講
座

　
写
真
入
門
講
座
in
お
お
う
だ

【
日
時
】
11
月
20
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

【
場
所
】
中
央
公
民
館
（
大
宇
陀
地

域
事
務
所
前
）

【
対
象
】
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
方

【
定
員
】
15
名
（
抽
選
）

【
参
加
費
】
無
料

中
央
公
民
館
講
座
の
受
講
生

募
集

■
身
近
な
野
草
た
ち
と
楽
し
む
健
康

料
理
（
実
習
編
）

【
日
時
】
10
月
30
日
（
月
）

　

午
前
9
時
30
分
～
正
午

【
場
所
】
室
生
分
館
（
室
生
振
興
セ

ン
タ
ー
）

【
対
象
】
市
内
在
住
、
在
勤
の
方

【
定
員
】
20
名
（
抽
選
）

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円
（
材
料
費
）

【
内
容
】
野
草
を
使
っ
た
料
理
実
習

【
講
師
】
長
浜
安
子
先
生

【
申
し
込
み
】
10
月
1
日
（
日
）
～

12
日
（
木
）
の
期
間
中
に
、
☎
も

し
く
は
室
生
分
館
窓
口
に
て

問
中
央
公
民
館
室
生
分
館

（
☎
92
・
２
４
９
６
）

【
休
館
日
】
火
曜
日
・
祝
日

【
日
時
】
10
月
28
日
（
土
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
予
定
）

【
集
合
場
所
】
近
鉄
榛
原
駅
南
口

【
集
合
時
間
】午
前
８
時
30
分（
受
付
）

【
行
程
】
榛
原
駅
～
（
バ
ス
）
～
曽

爾
村
山
粕
～
（
徒
歩
）
～
御
杖
村

神
末
～
（
バ
ス
）
～
榛
原
駅　

（
徒
歩
約
14
キ
ロ
）

【
対
象
】
中
学
生
以
上

【
定
員
】
30
名
（
先
着
順
）

【
持
ち
物
】
雨
具
、昼
食
、保
険
証
写
、

タ
オ
ル
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
な
ど

【
申
し
込
み
】
10
月
16
日
（
月
）
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号

を
明
記
し
問
へ
。

【
申
込
先
・
問
合
せ
】

〒
６
３
３
・
０
２
９
２

　

榛
原
下
井
足
17
番
地
の
３

問
文
化
財
課

（
☎
82
・
３
９
７
６
／
IP
☎
88
・
９
３
６
５
）

▲薬草を使ったスイーツ

【
内
容
】
カ
メ
ラ
の
使
い
方
や
写
真

の
撮
り
方
を
学
ぶ

【
講
師
】
川
地
清
広
先
生

【
申
し
込
み
】
10
月
1
日
（
日
）
～

15
日
（
日
）
の
期
間
中
に
、
☎
も

し
く
は
公
民
館
窓
口
に
て

問
中
央
公
民
館

（
☎
83
・
０
５
５
１
／
IP
☎
88
・
９
１
８
０
）

【
休
館
日
】
木
曜
日
・
祝
日

お
伊
勢
参
り
ウ
ォ
ー
ク

　

江
戸
時
代
に
流
行
し
た
「
お
伊
勢

参
り
」
の
旧
街
道
を
歩
き
ま
す
。
毎

年
、
一
定
区
間
を
歩
き
、
数
年
か
け

て
伊
勢
神
宮
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
曽
爾
村
山
粕
か
ら
御
杖

村
神
末
（
丸
山
公
園
）
ま
で
を
歩
き

ま
す
。
伊
勢
本
街
道
の
歴
史
を
再
発

見
し
ま
せ
ん
か
。

な
ら
記
紀
・
万
葉
古
代
に
ま

つ
わ
る
講
演
会
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ　

　

記
紀
万
葉
の
舞
台
で
あ
る
奈
良

県
。
第
一
線
で
活
躍
す
る
講
師
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
講
演
会
を
通
し

て
、古
代
の
生
活
や
文
化
を
肌
で「
体

験
」
し
、
そ
の
歴
史
的
背
景
を
「
学

ぶ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

【
日
時
】
平
成
30
年
１
月
27
日
（
土
）

【
場
所
】宇
陀
商
工
会
館（
榛
原
萩
原
）

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
さ
わ
っ
て
体
感
ド
キ
ド
キ
土
器
」

【
時
間
】
午
前
11
時
～
午
後
０
時
30
分

【
定
員
】
40
名
（
要
事
前
申
込
）

■
講
演
会

「
日
本
書
紀
と
古
墳
時
代
の
考
古
学
」

【
時
間
】
午
後
1
時
30
分
～
3
時

【
定
員
】
２
０
０
名
（
要
事
前
申
込
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
講
演
会
と
も

【
講
師
】

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

付
属
博
物
館�

学
芸
課
長��

坂�

靖
氏

【
参
加
費
】
無
料

【
申
し
込
み
】
10
月
20
日
（
金
）
ま
で
に

な
ら
記
紀
・
万
葉
古
代
に
ま
つ
わ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
務
局
（
☎
０
３

‐
６
９
１
２
‐
０
９
４
５
）
へ

U
RL:http://w

w
w

.sap-co.jp/

　
　
　

kodainim
atsuw

aru/

問
商
工
観
光
課

 （
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１
）

曽爾村から御杖村へと至る鞍取峠
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人
権
意
識
を
高
め
よ
う

人
権
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　
映
画
や
講
演
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
催
し
を
通
し
て
、
楽

し
み
な
が
ら
人
権
を
身
近
に
感
じ
、
あ

ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

■
第
23
回
な
ら
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

【
日
時
】
10
月
21
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時
30
分

【
場
所
】
高
取
町
リ
ベ
ル
テ
ホ
ー
ル

（
高
取
町
観
覚
寺
１
０
２
３
）

【
内
容
】

○
林
家
染
二
氏
に
よ
る
講
演
と
落
語

○
地
元
学
校
や
団
体
に
よ
る
歌
、
ダ

ン
ス
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

○
ゆ
る
キ
ャ
ラ
紹
介

○
啓
発
パ
ネ
ル
・
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の

資
料
展
示
、
紙
芝
居

〇
団
体
な
ど
か
ら
の
出
店
に
よ
る
模

擬
店
、
物
産
展

【
入
場
料
】
無
料
（
手
話
通
訳
・
要

約
筆
記
あ
り
）

問
な
ら
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
７
４
２
・
27
・
８
７
１
９
）

■
宇
陀
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

　
映
画
の
集
い

【
日
時
】 

10
月
28
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
15
分

【
場
所
】
農
林
会
館
（
榛
原
下
井
足
）

【
内
容
】

映
画
「
あ
る
精
肉
店
の
は
な
し
」

講
演　

初
瀬
太
鼓
麟
角
舎

　
　
　
　
　
　
　

松
田
浩
資
さ
ん

問
市
人
推
協
事
務
局
【
人
権
推
進
課
内
】

（
☎
82
・
２
１
４
７
／
IP
☎
88
・
９
０
７
７
）

■
第
24
回
菟
田
野
人
権
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

【
日
時
】
11
月
5
日
（
日
）
午
前
11
時
～

【
場
所
】
菟
田
野
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】

開
会
行
事　

人
権
作
品
表
彰
、
人
権

作
文
発
表

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

菟
田
野
保
育
所
、

人
権
文
化
講
座
、
各
種
サ
ー
ク
ル
ほ
か

作
品
展
示　

菟
田
野
保
育
所
、
菟
田

野
小
・
中
学
校
、
人
権
文
化
講
座
、

市
障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会

ほ
か

パ
ネ
ル
展
示　
市
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
・
菟
田
野
民
生
児
童
委
員
協

議
会
ほ
か

バ
ザ
ー　
午
前
11
時
～

【
作
品
展
示
期
間
】
11
月
5
日
（
日
）

～
11
月
10
日
（
金
）

問
菟
田
野
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
84
・
２
０
３
１
／
IP
☎
88
・
９
１
７
９
）

◎榛原ゲートボール場
（土・日祝日）

「いのちを食べて
　いのちは生きる」

【
申
し
込
み
】
10
月
10
日
（
火
）
ま

で
に
履
歴
書
を
持
参�

問
医
療
介
護
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

（
☎
85
・
２
５
０
０
）

▲黒豆枝豆の収穫の様子

イ
ベ
ン
ト
・
そ
の
他

E
v
e
n
t
&
O
t
h
e
r
s

職 

員 

募 

集

■
さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原

　
介
護
職
員
（
臨
時
職
員
）

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
要
件
】
60
歳
未
満
（
平
成
29
年
8

月
31
日
現
在
）

【
時
給
】
８
５
０
円
～

　

介
護
福
祉
士
資
格
取
得
者
に
は
優

遇
措
置
あ
り

【
勤
務
体
制
】
日
勤
・
夜
勤
な
ど
相

談
に
応
じ
ま
す

【
申
し
込
み
】
履
歴
書
・
資
格
証
明
書

の
写
し
を
提
出

問
さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原

（
☎
85
・
２
５
２
５
／
IP
☎
88
・
９
０
６
５
）

■
医
療
介
護
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

　
                       

臨
時
職
員

【
募
集
人
員
】
2
名

【
職
務
内
容
】
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
お
よ
び
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
関
わ
る
業
務

【
勤
務
場
所
】
医
療
介
護
あ
ん
し
ん
セ
ン

タ
ー

【
要
件
】
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

○
保
健
師　
○
社
会
福
祉
士

○
介
護
支
援
専
門
員

【
雇
用
期
間
】
11
月
1
日
（
水
）
～

平
成
30
年
3
月
31
日
（
土
）

【
勤
務
時
間
】
午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時
15
分
（
休
憩
1
時
間
）

第
９
回
ふ
る
里
宇
陀
黒
豆
枝

豆
ま
つ
り

　

宇
陀
の
農
業
を
多
く
の
方
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
黒
大
豆
枝
豆

の
収
穫
体
験
や
加
工
品
の
試
食
、
地

域
特
産
物
の
販
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
7
日
（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
3
時

【
場
所
】
う
だ
ア
ニ
マ
ル
パ
ー
ク
お

よ
び
枝
豆
栽
培
圃
場

【
収
穫
体
験
】

　

枝
豆　

1
人
３
０
０
円

　
　
（
先
着
１
０
０
０
名
限
り
）

　

サ
ツ
マ
イ
モ　

1
人
３
０
０
円

　
　
（
先
着
５
０
０
名
限
り
）

【
試
食
】
黒
大
豆
み
そ
汁
、
煮
豆
、

黒
豆
茶　

な
ど

【
即
売
】
枝
豆
、
黒
豆
加
工
食
品
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
加
工
食
品
、
宇
陀

産
農
産
物
、
そ
の
他
加
工
品
な
ど

問
ふ
る
里
宇
陀
黒
豆
枝
豆
ま
つ
り

実
行
委
員
会
（
☎
82
・
２
１
７
４
）



特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

み
ん
な
で
子
育
て

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

イ
ベ
ン
ト
・
そ
の
他

お
知
ら
せ
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あ
い
さ
こ
い
さ
祭
り
　
～
秋
の
伊
勢
街
道
あ
か
り
祭
り
～

　

年
に
一
度
、
惣
社
水
分
神
社
の
女
神
で

あ
る
速
秋
津
姫
命
が
神
輿
に
乗
り
、
宇
太

水
分
神
社
の
男
神
で
あ
る
速
秋
津
彦
命
に

逢
う
た
め
、
毛
槍
・
花
籠
・
神
輿
太
鼓
な

ど
を
従
え
て
、
往
復
約
12
キ
ロ
の
道
の
り

を
や
っ
て
く
る
と
い
う
全
国
で
も
珍
し
い

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
祭
礼
で
す
。

【
日
時
】
10
月
15
日
（
日
）

【
場
所
】
菟
田
野
地
域

主
会
場
：
宇
太
水
分
神
社
（
古
市
場
）

【
交
通
】
榛
原
駅
よ
り
奈
良
交
通
バ
ス　

菟
田
野
行
き
古
市
場
水
分
神
社
前
下

車
【
駐
車
場
】
菟
田
野
運
動
場
（
古
市
場
）

問
商
工
観
光
課

（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１
）

う
た
の
秋
祭
り
～
秋
の
菟
田
野
路
を
彩
る
神
と
人
の
祭
典
～▲ 当日は、神輿を先導する時代絵巻と重さ 1t を超える

６基の太鼓台の練りが菟田野を沸かせます

      10月は14日と28日です。

今、できなくても、大丈夫！
　一歩・一歩　ゆっくりと！

焼
き
い
も
体
験

　

昔
懐
か
し
い
焼
き
い
も
。
季
節
を
感

じ
温
か
い
秋
の
味
覚
を
味
わ
お
う
‼

【
日
時
】
10
月
29
日
（
日
）

　
　

午
後
1
時
～
3
時
30
分

【
場
所
】
平
成
榛
原
子
供
の
も
り
公
園

【
内
容
】
も
み
殻
を
使
用
し
た
焼
き

い
も
作
り
を
体
験

【
定
員
】
60
人
（
先
着
）

【
参
加
費
】
１
人
3
０
０
円

【
持
ち
物
】
軍
手
、
エ
プ
ロ
ン
、
手

拭
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

【
そ
の
他
】
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、

一
般
駐
車
場
（
有
料
）
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
合
せ
】

　

10
月
20
日
（
金
）
ま
で
に

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

大
和
の
心
を
育
む
会

（
☎・Ｆ
Ａ
Ｘ 

83・
１
０
６
８
（
松
岡
））

　

※
当
日
受
付
も
可

問
平
成
榛
原
子
供
の
も
り
公
園

（
☎
82
・
７
４
１
１
／
IP
☎
88
・
９
１
０
５
）

田
舎
の
暮
ら
し
は
感
動
い
っ
ぱ
い

民
家
ス
テ
イ
セ
ミ
ナ
ーｉｎ

宇
陀

人
と
人
と
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
る
心

の
教
育
を
子
ど
も
た
ち
に
！

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
民
家
ス
テ
イ

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
地
域
の
再
発

見
や
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
大
和
・
飛
鳥
で
の
体
験
型
教
育
旅
行

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

民
家
ス
テ
イ
と
は
？

　
1
～
2
泊
の
間
、
修
学
旅
行
で
訪
れ

た
生
徒
と
家
族
同
様
に
過
ご
し
ま
す
。

お
客
さ
ん
扱
い
は
絶
対
Ｎ
Ｇ
。
地
産
地

消
の
食
事
を
一
緒
に
作
っ
て
食
べ
る
な

ど
、
あ
り
の
ま
ま
の
普
段
の
暮
ら
し
の

中
で
、
交
流
を
図
り
ま
す
。

民
家
ス
テ
イ
受
入
家
庭
さ
ん
大
募
集

　
毎
年
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
生
徒
が

こ
の
民
家
ス
テ
イ
に
訪
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

受
入
れ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
10
月
6
日
（
金
）

　
　

午
後
3
時
～
5
時

【
場
所
】
市
役
所
大
会
議
室

【
講
師
】
藤
澤
安
良
氏
（
総
務
省
・

地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

【
参
加
費
】
無
料
（
要
事
前
申
込
）

問
飛
鳥
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

（
☎
０
７
４
４
・
54
・
１
５
２
５
）

http://asuka.r-cm
s.jp

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課

（
☎
82
・
３
９
１
０
／
IP
☎
88
・
９
０
９
４
）

　

墨
坂
神
社
秋
祭
り
の
宵
宮
の
夜
に
、毎
年
恒
例
と
な
っ
た
「
あ
か
り
祭
り
」
を
開
催
。

中
心
市
街
地
に
何
千
本
も
の
ロ
ウ
ソ
ク
を
並
べ
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
演
出
、
太
鼓

台
練
り
合
わ
せ
と
と
も
に
街
に
賑
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。
幻
想
的
な
伊
勢
街
道
の
姿

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　

【
11
月
２
日
（
木
）】
○
町
な
み
・

古
民
家
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
（
予
定
）

　

○
墨
坂
渡
御
行
列
宵
宮
行
列

　

○
太
鼓
台
顔
見
世
競
演
ほ
か

【
11
月
3
日
（
祝
）】

　

○
本
宮
太
鼓
台
担
ぎ
出
し

　

○
太
鼓
台
練
り
合
せ

【
場
所
】
榛
原
駅
前
周
辺
・
稲
荷
神

社
参
道
坂
道
・
椋
下
神
社
ほ
か

▲太鼓台顔見世競演は、午後 7 時
~8 時頃まで東町西峠線（新道）交
差点付近で開催

問
宇
陀
商
工
会
（
☎
82
・
２
２
１
１
）
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11月3日（祝）～11月6日（月）
同時開催： 幼児の絵作品展

10 月の文化会館だより 
かぎろひホールの催し  　　                                        （9月13日現在）

日 曜日 催し物案内 主催者 時間 対象

28 土
宇陀市医療講演会
『お酒との上手
な付き合い方』

宇陀市
宇陀市立病院

開場 13：30
開演 14：00

一般
（無料）

11
/5 日 第 26 回　松田歌謡

教室発表会 松田義孝 開場 10：00
開演 10：30

一般
（無料）

   10 月の休館日（3.9.10.17.24.31 日）
                         　  　問宇陀市文化会館（☎ 83・0977）

患者等搬送乗務員基礎講習・定期講習
■基礎講習（２日間の受講が必要）
日時　10 月 28 日（土）・29 日（日）午前９時～午後 5 時
場所　奈良県消防学校（宇陀市役所隣）

■定期講習（両日とも定員 50 名）
①日時　11 月 1 日（水）午後 1 時 30 分～ 4 時 30 分
　場所　奈良市防災センター（奈良市八条 5 丁目）
②日時　11 月 2 日（木）午前 9 時～正午
　場所　かしはら安心パーク（橿原市東竹田町）

【対象】奈良県広域消防組合消防本部の認定を受けてい
る、または認定申請を予定している患者等搬送事業所
および従業員

【費用】受講料無料（テキスト代別）

【申し込み】（両講習とも）
　10 月 2 日～ 18 日（平日）の間に証明写真を２枚持参
のうえ、宇陀消防署へ
問奈良県広域消防組合　宇陀消防署（☎ 82・3199）

　国土利用計画法に基づき、次の面積以上の土地取引に
係る契約（予約）をしたときは、権利取得者（買主など）は、
2 週間以内に届出をしなければなりません。届出をしな
かったり、虚偽の届出をすると 6 か月以下の懲役、また
は、100 万円以下の罰金に処せられることがあります。

　　　問奈良県地域政策課（☎ 0742･27･8484）

大規模な土地取引には届出が必要です。
提出期限は契約締結日から２週間以内です。

市街化区域 2,000㎡以上
市街化調整区域 5,000㎡以上
都市計画区域外 10,000㎡以上

奈良県最低賃金
時間額786円（平成 29 年 10 月 1 日発効）

　
　奈良県最低賃金は全ての労働者に適用されます。
　ただし、特定の産業には特定最低賃金が定められています。

問奈良労働局賃金室（☎ 0742・32・0206）
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